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ＮＨＫ広報局 

    

 

    平成２８年７月放送総局長定例記者会見要旨 

 

○防災関連番組について（木田放送総局長） 

ＮＨＫでは、９月１日の「防災の日」を中心に、防災・減災をテーマにした特集番組を編成する。 

シリーズでお送りするＮＨＫスペシャル「MEGA CRISIS 巨大危機～脅威と闘う者たち～」では、ど

うすればまだ見ぬリスクから命を守り、被害を減らすことができるのか、リスクに立ち向かう手立

てを生み出そうと挑む科学者や技術者たちに焦点をあてていく。また、９月３日放送の「特集  

明日へ つなげよう」は、熊本地震でいまだ避難生活を余儀なくされている方々がいる中、この先、

住まいの確保、街の復興のためにどうするべきか、東日本大震災の経験を参考に、熊本や東北から

の中継を交えた２時間の生放送。                 （詳細は報道資料を参照） 

 

○リオデジャネイロパラリンピックの中継とキャスター、関連番組（木田総局長） 

総合テレビで、日本代表の戦いを中心に毎日中継する。中継予定の注目は、９月８日早朝の開会式、

９日陸上走り幅跳びの中西麻耶、髙桑早生選手、１３日競泳の成田真由美選手、１４，１５日競泳

の木村敬一選手、１６，１７日車いすテニスの上地結衣、国枝慎吾選手、１７日陸上走り幅跳びの

山本篤選手、１９日の閉会式。そのほか、車いすバスケットボールは男子予選リーグを全試合中継

し、メダルが期待される柔道、自転車なども時差放送する。また、キャスターは、開会式の放送を

有働由美子、中野淳アナウンサー。総合テレビで放送するハイライト番組を久保田祐佳アナウンサ

ーが担当し、その現地リポーターを俳優の風間俊介さんが務める。主な関連番組は、開会式前日の

９月７日に、期待の日本選手や見どころ、競技のルールを紹介する「限界を更新せよ。リオパラリ

ンピックに挑む選手たち（仮）」を総合テレビで放送。ＢＳ１では、８月２８日に放送の「世界は

Ｒｉｏをめざす 高さ 1 メートルの激闘～ルワンダ 女子シッティングバレーボール～（仮）」で、

パラリンピックにかけるルワンダの女子シッティングバレーボールチームに迫る。             

（詳細は報道資料を参照） 

 

○戦後７１年（木田総局長） 

「ハートネットＴＶ」では、障害者と高齢者の視点で３回にわたり戦争について考える。8月 2日

「難民であり障害者である私たちにとってのシリア紛争」の舞台は現代、シリア難民の障害者につ

いて。8月 3日「わたしが見た“ろう者の戦争”」は、自身も難聴のディレクターが日本のろう者

たちの太平洋戦争中や戦後の体験を当事者への取材から掘り起こし、8月 15日「忘れられない、

雨～認知症と沖縄戦の記憶～」は、沖縄の認知症のお年寄りたちが戦争体験を語り続けようとする

姿を追う。また、「ラジオ深夜便」では、8月 9日から 5日連続でシリーズ「戦争・平和インタビ

ュー」を放送する。                        （詳細は報道資料を参照） 

 

○８／２７<総合・ラジオ第１> 「思い出のメロディー」（安齋副総局長） 

ことしで４８回目を迎える、夏恒例の歌番組。今年８０歳を迎える北島三郎さんをはじめ、被災地・ 

熊本からのリクエストに応えてご出演の水前寺清子さん、総合司会の萩本欽一さんゆかりのイモ欽 

トリオやわらべのみなさん、永六輔さんをしのぶコーナーなど、見どころ満載でお送りする。視聴 

者のみなさんからお寄せいただいたリクエストや、名曲にまつわる“とっておきのエピソード”を 

織り交ぜながら、「日本人の笑顔と涙に寄り添ってきた名曲」をたっぷりお届けする。 

（詳細は報道資料を参照） 

 



  

 

○８／２８<総合> ＮＨＫスペシャル「ディープ・オーシャン」について（安齋副総局長） 

深海の秘境に最先端の科学技術で挑む大型シリーズ「ディープ・オーシャン」を、８月２８日か 

ら全３回のシリーズで放送する。世界で初めてダイオウイカを撮影した制作チームが再び集結。新

たに開発した４Ｋ超高感度深海カメラシステムを駆使し、未知なる深海の世界の撮影に挑む。 

第１回は、アメリカ西海岸・モントレー湾の深海の奥深くにあるという「発光生物の王国」の世 

界を描く。ネオンサインのように光を回転させるクラゲや、稲妻のような光を体に走らせる深海魚 

など不思議な光を放つ発光生物たちは、深海でどのように進化してきたのか。過酷な環境下で生き 

残ってきた生命の謎に迫る。テーマ音楽は久石譲さんが手がける。 

※第２回と第３回は、来年夏以降の放送を予定            （詳細は報道資料を参照） 

 

○海外ドラマ新シリーズ「戦争と平和」「クイーン・メアリー」について（安齋副総局長） 

総合テレビで９月２５日・日曜夜１１時から始まる「戦争と平和」は、トルストイの名作をイ

ギリスＢＢＣがドラマ化し、ことし１月に放送して大きな話題を呼んだ作品。ロシア・サンクトペ 

テルブルクにある世界遺産・エカテリーナ宮殿など、ヨーロッパ各地でロケが行われ、また、映 

画「シンデレラ」で主役を演じたリリー・ジェ－ムズなど、注目の若手俳優が出演している。 

ＢＳプレミアムでは、９月２８日・水曜から「クイーン・メアリー～愛と欲望の王宮～」をお送

りする。１６世紀のスコットランド女王メアリー・スチュアートの数奇な運命を壮大なスケールで

描く宮廷ドラマ。                        （詳細は報道資料を参照） 

 

○８／６ ＮＨＫワールドＴＶ「My Small Steps from Hiroshima こうしてヒロシマは世界発信さ

れていった～小倉馨の日誌より～」（安齋副総局長） 

アメリカ生まれの日系２世の小倉さんは、戦後、広島市の職員として海外から訪れる要人の通訳な

どを務めながら、原爆による被害の悲惨さを積極的に紹介。また、自ら被爆者への聞き取りを行い

海外のジャーナリストに伝えたり、「原爆の子の像」のモデルとなった佐々木禎子さんにまつわる

エピソードを海外に紹介したりするなど、生涯をかけて被爆地広島の海外発信に取り組んだ。番組

は、家族のもとに残されていた書簡や日誌などを丹念にひもときながら、再現ドラマも交え、小倉

さんの執念に迫っていく。                     （詳細は報道資料を参照） 

 

 

 


